
3 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）
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Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ）

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 102,206

896,620

効 率 性
指　　標

円 19,626

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

　同　　上
円

行　　政

・安全で快適な広域的道路のネットワークが構築されるよう国・県要望に取り組みます。
・道路新設、道路拡幅改良、通学路整備に取り組みます。
・生活道路の除雪を行い、冬期間の安全で円滑な道路交通の確保に取り組みます。
・早急で適切な道路補修に取り組みます。

市　　民
・

事 業 所

・身近な道路のゴミ拾いや除草を行い、快適な道路空間づくりに協力します。
・身近な道路の除雪などを行い、冬期間の円滑な道路交通の確保に協力します。

188,666

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

関係課名 都市計画課

１０年後の
目指す姿 　誰もが安全で円滑な交通ができる、快適な道路が整備されています。

目指す姿の実
現のための取

組
(基本事業)

基本事業① 幹線道路の整備

施策を進めるた
めの役割分担

Ｄ．事務事業に要する年間総時間

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 80

５年度実績

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

479,531

基本事業② 生活道路の整備

基本事業③ 道路維持管理体制の強化

基本事業④

８年度実績

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 794,414

６年度実績 ７年度実績

令和

まちづくり目標 輝くまち 政策名 快適で住みやすいまちづくり

施 策 № 31 施 策 名 快適な道路機能の強化

３年度実績 ４年度実績区　　分

施策の
トータルコスト

主管課名 建設課

　同　　上
円 22,151

23,880

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 126,217

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

市民１人あたりにおける施策の

2,525

参　　考
１時間あたりの平均人件費 4,280

魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477

施策の現状
及び課題

現　　状

・国道８号入善黒部バイパスは、渋滞が発生しているため、４車線化の整備促進を働きかけています。また、主要地方道宇奈月大沢野線バイパス等の道路の新設
は、早期全線開通が望まれています。
・日本風景街道に登録された主要地方道魚津生地入善線等のいわゆる蜃気楼ロードは、地域及び団体が共有することにより、道風景や地域資源を守り・創り・伝えて
いくことが望まれています。
・通学路の変更や住宅団地やアパートの増加による生活道路の安全ニーズが変化しており、通学路合同点検結果等を踏まえた整備を行っています。
・安全で円滑な交通を確保するため、道路補修を行っています。また、冬期間の安全で円滑な交通を確保するため、道路除雪を行っています。

課　　題

・国道８号入善黒部バイパスの４車線化の整備促進の働きかけや、主要地方道宇奈月大沢野線バイパス等の道路新設による安全
で快適な広域的道路の早期のネットワーク整備が必要です。
・住民の安全、暮らしに密着した生活道路は、多様化する住民ニーズを踏まえた整備が必要です。
・道路施設の老朽化が進み、道路補修に対する要望が多く、早急で適切な維持管理を行う必要があります。また、人口減少や高齢化
率が高まる中、除雪体制のより一層の強化を行う必要があります。
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12年度
（目標値）

基本事業名 ①幹線道路の整備

基本事業の目的（意図）
市内幹線道路網の骨格となる国道や県道の整備促進を図るとともに、都市計画道の見直しや幹線市道の計画的な整備を進めま
す。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 31 施 策 名 快適な道路機能の強化

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

市内の道路改良率 ％
81.2 81.481.0 81.1

一般会計 土木一般管理事業 8,586,669 7,499,127 1,087,542

0

予算なし

0

6,300,000

一般会計

道路関係同盟会事務局事務 0 0 0

【道路関係同盟会事務局事務】
・富山県に対して、市内県道の未改良区間の整備促進について要望を行いました。
【国道８号バイパス対策事業】
・国土交通省、国土交通省北陸地方整備局に対して、国道８号入善黒部バイパスの整備促進（４車線化）について要望を行いました。
【都市計画道路見直し事務】
・都市計画道路の見直しに向けて、街路交通調査を実施しました。

81.3

７年度
（中間目標値）

令和元年度

80.8 81.0
81.0

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

81.9

一般会計 6,050,000

0

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

建設課

一般会計 国道８号バイパス対策事業 290,000 239,260 50,740 - 建設課

１次評価結果

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

建設課-

-

0

250,000 Ａ

幹線道路整備事業

都市計画道路見直し事務

10,966,116 Ａ

建設課

123,394,883 112,428,767

都市計画課

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

126,217,154 12,354,398合　　計 138,571,552

0
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通学路安全対策箇所数

令和元年度

目標値（上段）及び実績値（下段）

8

【市道改良舗装事業、各市道改良事業】
・住民生活に密着した市道48路線の改良・舗装工事を実施しました。
・通学路の安全対策として、市道住吉７号線他４路線の拡幅改良工事、歩道整備工事、用地補償交渉を実施しました。
・「富山湾岸サイクリングコース」と「田園サイクリングコース」を結び、約35ｋｍの周遊コースを整備しました。

箇所

8,000,000 7,920,000 80,000 -

１次評価結果

一般会計 市道改良舗装事業 40,800,000 38,996,890 1,803,110

予算残額（円）予算現額（円）

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

施 策 名 快適な道路機能の強化

5
2

単位

通学路の安全、暮らしに密着した生活道路の計画的な整備を進めます。

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業名 ②生活道路の整備

施 策 № 31

基本事業の目的（意図）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

2

７年度
（中間目標値）

12年度
（目標値）

3 4 4 5

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

0

Ａ

0

建設課湾岸・田園サイクリングコース接続ルート整備事業一般会計

建設課

一般会計 生活道路整備事業 167,172,519 141,748,983 25,423,536 Ａ 建設課

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 215,972,519 188,665,873 27,306,646

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課

0

0

0

実績値

成果指標名

0

0

0

3

決 算 額（円）

0
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合　　計 512,388,600 479,530,756 32,857,844

0

0

0

0
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0
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一般会計 行政コイン活用事業 82,000 82,000 0 - 建設課

一般会計 消雪施設更新事業(施策30③再掲) (30,000,000) (23,044,334) (6,955,666) Ａ 建設課

一般会計 市道等用地借上事業 396,000 383,842 12,158 - 建設課

一般会計 橋梁点検事業 12,210,000 12,210,000 0 Ａ 建設課

予算なし 市道認定事務 0 0 0 - 建設課

予算なし 道路法に関する事務 0 0 0 - 建設課

建設課

一般会計 土木災害応急措置事業 395,507,000 367,067,564 28,439,436 Ｂ 建設課

一般会計 道路台帳整備事業 9,618,000 6,415,244 3,202,756 - 建設課

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 市道維持補修事業 80,679,600 79,953,238 726,362 Ａ 建設課

一般会計 道路維持一般管理事業 13,896,000 13,418,868 477,132 -

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

263.1市管理道路の除雪延長 km 260.1 260.4
260.5 260.7 261.0 261.3 261.6

261.6

基本事業名 ③道路維持管理体制の強化

基本事業の目的（意図）
より効率的な道路パトロールを行い、早急で適切な道路補修を実施します。また、適切かつ持続可能な道路除雪計画を策定し、除
雪体制の強化を図ります。

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

【市道維持補修事業】
・地元住民などから苦情・要望のあった道路損傷箇所の維持補修を行いました。
【土木災害応急措置事業】
・既存消雪施設のシーズン前の点検・補修を行いました。
・民間の除雪作業事業者へリース車両を貸与し、除雪体制の確保を図りました。
・降雪の状況により除雪・排雪作業を適切に指示し、冬期間の交通を確保しました。
・ハンドガイド式ロータリー除雪機（手押し式）を希望する地域振興会等に貸与し、狭い市道の除雪体制を強化しました。
【橋梁点検事業】
・50橋（全241橋）の近接目視点検等を実施しました。（委託分21橋、直営分29橋）
【消雪施設更新事業】（再掲）
・老朽化が進む消雪施設更新工事を行いました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施 策 № 31 施 策 名 快適な道路機能の強化



３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（令和3年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

【①幹線道路の整備】
◆市民は、通勤通学時の慢性的な渋滞の解消と、通学路の安全対策、降雪期においても支障なく通行できることを、強く望んでいます。
◆市内の公道（国、県、市道）の道路改良率は、目標値を達成しています。

【②生活道路の整備】
◆「道路現況調査資料（令和３年４月１日）」の公道（国、県、市道）について、魚津市と県内他市を比較すると、改良率は県内10市の内７番目、また、
舗装率は県内10市の内５番目となっています。比較的平坦な地形の市において、いずれの率も高い数値になっています。

【③道路維持管理体制の強化】
◆苦情・要望のあった道路補修の実施率は、83.6％となっています。老朽化の進行により、要望は増加するものと思われます。
◆市内の公道（国、県、市道）の道路除雪延長は、令和２年度414.3㎞に対し令和３年度422.4㎞と8.1㎞増加しています。市民からは、よりきめ細かな
作業実施の要望が多数寄せられています。

【①幹線道路の整備】
＜道路関係同盟会事務局事務＞
◆幹線道路整備について、国、県へ整備促進の要望を行いました。

【②生活道路の整備】
＜市道改良舗装事業、各市道改良事業＞
◆住民生活に密着した市道48路線の改良・舗装工事を実施し、利便性の向上と、円滑な交通の確保に努めました。
◆通学路の安全対策として、市道住吉７号線他４路線の拡幅改良工事、歩道整備工事、用地補償交渉を実施しました。

【③道路維持管理体制の強化】
＜市道維持補修事業＞
◆苦情・要望のあった市道の維持補修について速やかな対応に努め、安全な道路交通の確保に努めました。
＜土木災害応急措置事業＞
◆市では、除雪機械と除雪作業事業者を確保しつつ、約279㎞（車道262km、歩道17km）の道路除雪を行い、冬期間の円滑な交通の確保に努めまし
た。
◆ハンドガイド式ロータリー除雪機（手押し式）を希望する地域振興会等に貸与し、狭い市道の除雪体制を強化しました。
＜橋梁点検事業＞
◆50橋（全241橋）の近接目視点検等を実施し、橋梁に異常がないか確認しました。平成29年度に重篤な損傷が認められた１橋については、引き続き
通行止の措置を行いました。
＜消雪施設更新事業＞（再掲）
◆老朽化が進む消雪施設更新を行いました。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①幹線道路の整備】
◆国道８号入善黒部バイパスの４車線化整備促進について国土交通省へ要望します。
◆県道は、三箇吉島線外４路線で道路改良事業が計画されており、これら路線の整備促進について富山県へ要望します。
◆市道吉島10号線などの補助幹線道路について整備を進めます。
◆都市計画道路の見直しについては、存廃を含め、在り方について関係者と協議を進めます。

【②生活道路の整備】
◆住民生活に密着した市道の改良、舗装工事等を計画的に進めます。
◆通学時の安全対策として、小学校周辺を重点に通学路の整備を行います。
◆通学路合同安全点検を基に危険箇所の対策を行うとともに、各小学校周辺の生活道路対策エリア（５地区）を合わせた、通学路、生活道路の安全
対策を重点的に進めます。

【③道路維持管理体制の強化】
◆市道の維持補修の速やかな対応を引き続き行うとともに、除雪機械と除雪作業事業者の実態把握や富山県との連携除雪作業等の協議、地域ぐる
み除排雪事業の推進など、今冬の除雪体制確保に努めます。
◆橋梁点検を行い、適切な管理を行います。（５年サイクル）
◆老朽化している消雪施設更新工事を行います。

施 策 № 31 施 策 名 快適な道路機能の強化

令和3年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景


